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川崎異業種研究会のホームページ http://www.kawaiken.jp/

　川崎異業種研究会（略称：川異研）は、昭和62年
7月に設立した当所会員企業から集まった異業種交流
のグループです。

　平成30年11月８日（木）当所にて、11月定例会を開

催した。今回は「近況報告」をテーマに、参加者による５分

間スピーチが行われた。 会員 13名、オブザーバー２名の

参加者がロの字形式で着席した。社業紹介、現在の業界

を取り巻く環境や特徴について、また昨今の自然災害に

関する話題や健康に関する情報まで、参加者からざっくば

らんに語られ、お互い他業種の業況を知る貴重な機会と

なった。川異研ならではの友好的な雰囲気の中、交流を深

める定例会となった。その後場所を移して、和やかに懇親

会が行われた。

　11月１日（木）、中原市民館にて11月勉強会を行った。

今回の勉強会は、今年４月から新しくメンバーとなった一

円マネジメント企画合同会社代表、一円正之氏を講師とし

、社業について講演いただいた。会員６名、和光大学生２名

の参加者を得た。

　同社は、中小企業向けに「人材育成サービス」「経営相談

サービス」「産業機械の販売支援」等を行っている。講演で

は、一円氏のこれまで培ってきた経験や人脈を駆使し、中小

企業のマッチングを主に行っているなど会社の内容が詳し

く説明された。また、「競争しない競争戦略」という経営戦

略についての説明もあり、参加者は興味深く耳を傾けた。

　その後行われた懇親会では、ニッチ戦略（ニッチ（隙間）

を狙って利益を上げようとする戦略）を取るがゆえの苦労

話も聞け、有意義な勉強会となった。

　12月13日（木）12月定例会（忘年会）を開催した。会員

19名、オブザーバー２名が集まった。 会場は昨年に引き続

き、居酒屋くりや（幸区）。

　菅原会長の挨拶、乾杯発声後、交流は和やかに始まった。

会半ばには各会員が、１分間スピーチを行い、今年の業況

報告や来年に向けた展望を語った。互いに親交を深める

有意義なひとときであった。中締めは吉田副会長が務め、

散会となった。
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